
Whenever Wherever Festival 2012

Part 1｜Festival―5月15日［火］－6月6日［水］
（公演・イベント）

アメリカ・ヨーロッパからの振付家招聘プロジェクト
（インターナショナル・リサーチプロジェクト）のほか、
ラウンドテーブル・公演など11日間で計15のイベントを開催
―
Part 2｜Education―7月22日［日］－8月5日［日］（予定）
（クラス・ワークショップ）

講師：オハッド・フィショフ（バトシェバ舞踊団）ほか予定
※詳細はWEBサイトなどで6月上旬発表予定

会場：森下スタジオ（東京都江東区森下3-5-6｜森下駅A6出口より徒歩5分）
［* 一部プログラムを除く］

企画/主催：ボディ・アーツ・ラボラトリー
助成：公益財団法人セゾン文化財団, 東京都芸術文化発信事業助成（申請中）
協力：近畿大学国際人文科学研究所 四谷アート・ステュディウム

チケット予約
- E-mail｜bodyartslab@gmail.com（チケット申込み専用アドレス）

- 予約フォーム｜http://bodyartslabo.com/wwfes2012/festival/form

Part 1｜Fatival プログラム

インターナショナル・リサーチプロジェクト
5.17 thu 12:00―20:00

- The Ambien Piece (Tickle the Sleeping Giant stage #10)［パフォーマンス］

トラジャル・ハレル（アメリカ）＋デイビッド・ベルグ（ベルギー）
［会場：GALLERY OBJECTIVE CORRELATIVE（Yotsuya Art Studium 1F）］

5.19 sat 18:00/19:30 
- Twenty Looks or Paris is Burning at The Judson Church (XS)［公演］

トラジャル・ハレル
5.20 sun 17:00

- ハレル＋ベルグ「アドベンチャー」［リサーチ/ワークショップ］発表

ワークショップ生

ラウンドテーブル
5.26 sat 13:00―17:30

- On The Boat

武田知也, 田坂博子, 田村友一郎, 手塚夏子, 武藤大祐, 山崎広太, ほか予定

パフォーマンス
5.25 fri  

- 18:30 ノーテーションシリーズ I

実験音楽とシアターのためのアンサンブル, 川染喜弘
- 20:00 ノーテーションシリーズ II―「病める舞姫」テキストによる作品
田辺知美, 川口隆夫
5.27 sun 15:00

- ダンスヒストリープロジェクト 公演＋トーク｜ケイタケイ, 長谷川六
5.29 tue 14:00

- invisible site specific［場所：渋谷界隈］

5.29 tue/5.30 wed 19:00

- ドキュメンテーション #4：パレスチナ｜チュウマヨシコ
6.2 sat

- 17:00 スタジオラボ―新人振付家育成プログラム

山田歩・唐鎌将仁, キュレーター：大橋可也
- 19:00 写真と身体｜デイビッド・ベルグ, 上村なおか, 西村未奈

6.3 sun 

- 18:00 NOW HERE DANCE｜参加アーティスト多数
- 19:30 rendance 世代間の対話｜参加アーティスト多数

6.6 wed 

- 19:00 映画と身体｜東野祥子, 高嶋晋一＋イェレナ・グラズマン
- 20:00 リレーコレオグラフ

ダンサー：平山素子, 振付：安藤朋子, 井手茂太, 室伏鴻, 和栗由紀夫

2012. 5. 29 tue/30 wed   森下スタジオ S

Performance

ドキュメンテーション #4：パレスチナ
19:00 ￥1,000（各回）

《パレスチナ PALESTINE》はラマッラー Ramallah（パレスチナ）への
3回の訪問を通してヨシコチュウマが経験したことを、
写真、ダンス、ビデオなどのメディアを同時多発的に組み合わせて
行なうドキュメンテーションである。
5月初めにはニューヨークのLaMaMa劇場で行なわれる。
危機的な情勢が続く中東へ日本人として足を運び続ける
ヨシコチュウマの作品は世界へ発信するメッセージである。

コンセプト, デザイン, 振付｜

チュウマヨシコ Yoshiko Chuma
写真｜

ロバート・フラント Robert Flynt

パフォーマー｜

チュウマヨシコ, 西村未奈 ほか

Yoshiko Chuma, Mina Nishimura etc.

映像/制作｜

大石宏樹 Hiroki Ohishi

協力｜

Root Culture

関連サイト｜http://occupationlayer.blogspot.com

チュウマヨシコ｜Yoshiko Chuma

ダンサー・振付家
1980年にスクール・オブ・ハードノックスを創立、
芸術監督を務める。ニューヨークのパフォーミングアーツ界で
優れたアーティストに与えられるベッシー賞を複数回受賞。
作曲家のタン・ドゥンやミュージシャンの
ノーナ・ヘンドリックス、美術家のアレックス・カッツ、
作家の高橋源一郎など多岐に渡る分野の才能とコ
ラボレーションを行なっている。
アメリカ国内はもとよりヨーロッパ、アジア、中東でも
パフォーマンスやワークショップを行い、最も革新的な
コレオグラファーの一人として認識されている。
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2012 

Body Arts Laboraotry（BAL、2008－）は、
ダンスを中心としたアーティストの運営に
よるオーガニゼーションです。毎年行なう
WWFes（ウェン・ウェア・フェス）は、BALの
中心となるプログラムです。
* 詳細はWEBサイトをご覧ください。
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